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の蓄積で中心的な役割を担うのがハードディスクドライブ(以下、 HDD) である o HDDは近年急速に記憶
密度を増大させており、これに伴い記憶した磁気データの再生ヘッドに関する技術革新が急務となっている。
現在、再生ヘッドには TMR(トンネル磁気抵抗)素子が用いられているが、素子に絶縁体を含むために素

































以下になるように CMGG層の膜厚を 5nmとした。またアニール温度は 3000C程度が製造プロセスでの限界














金を強磁性層、 Agをスベーサ層とした面直電流巨大磁気 (CPP-G孔1R)抵抗素子を作製し、 Co2Mn( GaO.2:;Geo 7;) 
を用いた素子で室温孔1R比が40.2%、LiliAが6.1mQμm2と大きな磁気抵抗比が得ることを報告した。また
それらの素子の伝導特性を詳細に解析することにより、界面とバルクでの電子の散乱のスピン異方性を評価
し、このような高い磁気抵抗比の原因を考察した。またこれらの合金では L21構造を得るために 4000C程度
のアニールが必要であることから4耐熱性のある NiAl下地の効果やホイスラ一合金層とスベーサ層の間に
FeCoを挿入した効果も研究した。さらに再生ヘッド応用という観点からアニール温度を低減させて高い和駅
出力を出すという実用的な観点からの支庖も加えた。これらの研究は、強磁性ホイスラ一合金を用いた
CPP~GMR;で、高い孔仮出力が得られることを示したという工学的な価値に加え、その起源を詳細な実験に基
づいて明らかにした点で、学術的価値が高い:論文と判断される。、 1
4 予成24:年.2:月，'，l'l'目、 p数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席.のもと、著者
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に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならび、に最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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